


議 題 審議経過事項の概要 
１ 前回議事録の確認 

 参加者全員が全委員会に出席にしていた為、特に問題無し 
２ 各クラブへの協力金依頼の件 

・ 入金状況：10/17現在で 200倶楽部の内 27倶楽部からの入金（1,178,000円）が確認
されており、予想よりも順調な滑り出しであった 

・ 入金時期 
Ø 委員のメンバーからも何時まで入金をすべきかとの質問があった 
Ø 現在 13.5％の入金率であるが、年末には 50％を超えたいので早めの入金を皆様
にお願いしたい 

・ 入金をして頂くための働きかけ 
Ø 委員長から塩月ガバナーに告知をお願いしてからはガバナー公式訪問ではガバ

ナーからお願いして頂けている様子 
Ø 委員長や副委員長には様々な席に出て頂き、協力金依頼をして頂く 

・  
３ 現在までのＬＣ以外の諸団体の動向 

・ 現時点ではまだ動きらしい動きは無く、国も含め皆手探りの状況かと思われる 
４ 「スポーツカレンダー2015」に関して 

・ 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会からカレンダー購入を通じての支援依頼が来

ている 
・ カレンダーはパラリンピックの素晴らしさを伝えると同時に、売り上げを 2020 年東
京パラリンピックに向けた事業の活用に活用される 

・ 100 部単位での注文の場合はカレンダーの下に団体名が入れられる為、100 部以上の
申し込みが出来るクラブはクラブ名まで入れられ、100 部以下の注文であっても、取
りまとめを行い、他のクラブと合わせて発注することでライオンズクラブの名前は入

る様にする 
・ カレンダーの販売元は公益社団法人である為、購入費用は 100％アクティビティーと
して事業費計上が出来る為各クラブは是非協力をお願いしたい 

・ カレンダー購入に関してはキャビネットから各クラブに依頼の文書を送る予定 
５ 「東京オリンピックと新幹線」に関して 

・ 東京オリンピック・パラリンピック開催 50 周年特別展として、江戸東京博物館の１
階展示室で、2014/9/30～2014/11/16の間展示が行われている 

・ 半世紀前の事を振り返り勉強することで 2020 年オリンピック・パラリンピックを考
える良いきっかけになると思われる 

・ 委員会としてはこれから様々な事を勉強しないといけないと思われる為皆様には是非

行って見て頂きたい 
６ 委員会の今後の動きに関して 

・ 今後様々な依頼が来ると予想されるが、全体像や全体のワークロードが見えてくるま

では安易に依頼を受けるべきではなく、当面は静観するべきだと考えられる 
・ 万国旗のポールに代表されるレガシー部分は不明点が多く、当面は活動・検討対象か

らは外し、当面はパラリンピック選手の育成・サポートに専念してこととする 
・ 何をするにも様々な知識が必要とされる為、委員会メンバーは施設の訪問や委員会に



パラリンピック関係者を招き、お話しを伺う等をして積極的に勉強をするべき時期で

ある 
・ 可能な範囲で活動予定表（タイムスケジュール）を作成し、具体的な目標や期日を設

定して行くことで委員会の活動を盛り上げて行くべきとの意見があった 
７ 2012パラリンピック競技大会日本大乗選手団本部役員コーチ名簿に関して 

・ 標題の内容確認を行った 
Ø 競技種目は２０である 
Ø 役員・コーチは総勢 93名である 

８ 公益財団法人 日本障害者スポーツ協会 登録団体一覧に関して 
・ 標題の内容確認を行った 

Ø 平成 25年 2月時点で統括競技団体は 5団体 
Ø 平成 25年 2月時点で競技別競技団体は 52団体 
Ø 平成 25年 2月時点で準登録競技団体は 7団体 
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